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日本シリーズの三重評価モデル  

一再帰的方法－  
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3 試合勢の三重評価   

以下では部分シリーズの全体を導入する。すな  

わち、各状態（豆，j）∈βに対してホークスのi勝  

ブ敗から新たに始まるシリーズを考える。この部  

分シリーズを仇V（i，j）で表す。   

いま、OJVシリーズが経路  

山＝勾Zl…ん，Zた∈C（0≦た≦和一1）ん∈r  

を経て終了したとしよう。ただし   

‰＝（豆m，九）∈βmすなわち勾＋j＝（豆，j）・  

経路uが終了する時点は丁（u）＝n（4≦几≦7）  

である。一般に、任意のu∈nに対して  

丁（u）：＝mim（た≧0：Z鳥∈r）  

で定義される。確率変数丁＝丁（u）をシリーズの  

終了時点（または決着時点）という。終了時点丁  

はTへの到達時刻hittingtimeである。いわゆ  

るの〟シリーズが経路uを経たとき、T（u）＝れ  

は第m試合で決着したこ七を表している。   

次に、ロノVシリーズの経路  

U＝ZoZl‥●勾＋JZi＋ブ＋1●‥ちl  

の第（豆＋J）成分（試合）がみ再＝（i，J）であると  

しよう。このとき、シフト作用素〆力：n→往力  

を次で定義する：  

β両u：＝勾＋j勾＋什1…み・  

ここに、n叫はnの要素の（査＋j）番目以降から  

なる要素の全体とする。の〟（豆，J）シリーズの試  

合数句は托力上に定義された到達時刻である‥  

1メ‥nりづ→（り＋1，…，祝），  

J＝g（豆，メ）：＝（4一豆）∧（4一九  

u＝祝（i，J）：＝7－竜一ブ・   

1 はじめに  

この報告では、前回【1】の「ミレニアムONシ  

リーズ」を題材にした分析をさらに進めて、プロ  

野球。日本シリーズが決着するまでの試合数の三  

重評価を行う。すなわち、試合数を決着集合への  

到達時刻としてとらえ、その確率分布・期待値・  

分散を再帰的に求める方法が三重構造になってい  

ることを示す。記号・用語などは【1】にならう。  

2 ニ項確率モデル   

日本シリーズでは両チーム（ダイエーと巨人）の  

勝ち数の対は、状態空間列島：＝（（0，0）），βl：＝  

（（1，0），（0，1）），…，β7：＝（（4，3），（3，4））上のマ  
ルコフ連鎖（（ふ．，㍍））岩になる。特に、ニ項過程  
になっている。キだし、ダイエーが勝つ確率は毎  

試合独立にp（0≦p≦1）とする。q（＝戸＝1－p）  

は巨人が勝つ確率。ここでは、全状態空間  

ぶ＝βbUglU…∪β7，   

を優勝が決まった状態の集合（決着集合）  

r＝（（4，0），（4，1），（4，2），（4，3），  

（3，4），（2，4），（1，4），（0，4））   

と決まるまでの状態の集合（継続集合）  

（0，0）  

（1，0），（0，1）  

（2，0），（1，1），（0，2）  

C＝（3，0），（2，1），（1，2），（0，3）  

（3，1），（2，2），（1，3）  

（3，2），（2，3）  

（3，3）   

に2分割する。  

事実、任意のu′＝名zト・・ん∈n再づに対して  

1J（u′）‥＝min（た≧0：Z£∈r）  

で定義される。  
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定理3．1（到達時刻）  

Uの第（豆＋刃成分が勾＋ブ＝（ま，ブ）のとき  

丁（u）＝ 五＋j＋1ブ（βモ＋ju）・   

さて、α〟（i，刃シリーズが終了するまでの試合  

数1ブの確率分布   

勒（た）：＝彗り）（句＝た）た＝り＋1，…，む  

を考えると、次の後向き再帰式が成り立つ：   

定理3．2（確率分布）  

同じく終了するまでの試合数の自乗増の期待値  

9（豆，ブ）：＝局毎）咤】  

に対してしては、   

定理3．5（2次モーメント）   

9（豆，ブ）＝－p（盲，j）＋2e（壷，メ）  
＋p・曾（壷＋1，J）＋ヴ・9（i，ブ＋1）  

（豆，J）∈C   
9（豆，J）＝0 （壱，メ）∈r．  

さらに、終了までの試合数乃jの分散  

γ（豆，刃：＝勒J）f（句一e（盲，ブ））2j  

は次を満たす：   

系3．1（部分シリーズとしての分散）  

坤，j）＝粥（e（豆＋1，j卜e（i，j十1））2  
＋p・1再＋1，j）＋q・γ（豆，j＋1）  

（豆，j）∈C  
〃（壷，j）＝0 （i，j）∈r．  

他方、   

Ⅴ（i，か＝β（り）【（1ノーe）2］e＝e（0，0）  

とすると、Ⅴ（0，0）は、シリーズ（ホークス0勝  

0敗からの）終了までの試合数丁＝旬0の分散を  

表している：  

Ⅴ（0，0）＝可0，0）＝9（0，0）－e2（0，0）．  

次を解いても、試合数の分散が求められる：   

定理3．6（シリーズ全体での分散）  

Ⅴ（i，ブ）＝－（1＋2e）p（盲，ブ）＋2e（五，ブ）  

＋p・Ⅴ（豆＋1，j）＋9・Ⅴ（i，ブ＋1）  

拘（た）＝p・釣＋1j（た－1）＋9・勒＋1（た－1）0几C  

pり（0）＝l  oγlr・  

これを解いて確率分布が求まる（表1）《発表時、  

報告予定》。   

ホークスが査勝ブ敗のときから、【有限時間内  

に！！】シリーズが終了する確率は（もちろん1であるだ  

ろが、三重評価のために次に敢えて導入すると、）  

U   

恥）（句＜∞）＝∑恥）（1J＝た）  
鳥＝J   

で表される。このシリーズ終了確率を  

p（豆，か＝彗iJ）（句＜∞）（豆，ブ）∈g  

で表す。このとき、後向き再帰式が成り立つ：  

定理 

p（豆，j）＝p・p（i＋1，刃＋9・p（i，ブ＋1）  

（i，J）∈C   
p（i，j）＝1（豆，j）∈r．   

この解はp（豆，j）＝longになる。  

また、シリーズ終了までの試合数句の期待値  

e（盲，か＝β（痛【扉（豆，ブ）∈β  

は次の再帰式を満たす：   

定理3．4（平均試合数）  

e（り）＝p（り）＋p・e（豆＋1，ブ）＋9・e（五，メ＋1）  

（り）∈C  

e（盲，j）＝0 （£，ブ）∈r．  

（奄，j）∈C  
Ⅴ（豆，J）＝e2 （ま，j）∈r．   
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